
今月の主な内容

平成30年度町長施政方針� � Ｐ２～３
議会かわもと�������� Ｐ４～７
三江線ラストランイベント� ���Ｐ８

ご入学おめでとうございます
川本小学校

川本中学校

　４月10日（火）町内の小・中学校、島根中央高
等学校で平成30年度入学式が挙行され、小学校
22人、中学校17人、高校81人の新入生を迎えま
した。皆さんの新たな学校生活が、充実したもの
になりますよう祈念します。

広報

http://www.town.shimane-kawamoto.lg.jp/ホームページ

フェイスブック http://www.facebook.com/town.kawamoto
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地
方
創
生
４
年
目

 

　

総
合
戦
略
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

2
0
6
0
年
の
目
標
人
口
を
２
、
5
0
0
人

と
設
定
し
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
社
会
増
減

を
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
０
人
に
す
る
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
直
近
５
年
間
の
人
口
動
態
を
み
ま
す
と
、

自
然
動
態
は
年
平
均
で
57
人
の
減
に
対
し
、

社
会
動
態
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
27
年
が
51

人
増
、
平
成
28
年
は
３
人
増
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
本
町
の
人
口
減
少
は
確
実
に
抑

制
傾
向
に
転
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
社
会
増

に
つ
き
ま
し
て
は
「
定
住
促
進
住
宅
整
備
事

業
」
の
取
り
組
み
が
大
き
く
寄
与
し
て
お

り
、
本
事
業
の
取
り
組
み
に
お
い
て
の
移
住

者
合
計
は
３
年
間
で
14
世
帯
50
人
以
上
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
社
会
増
に
繋

が
っ
て
い
る
事
業
を
最
優
先
に
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

三
江
線
の
廃
止

 

　
４
月
１
日
か
ら
の
バ
ス
運
行
が
、
多
く
の

皆
様
に
利
用
い
た
だ
き
地
域
に
愛
さ
れ
る
公

共
交
通
と
な
り
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
は
、
言
い
古

さ
れ
た
言
葉
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
三
江
線

廃
止
の
危
機
を
好
機
と
と
ら
え
鉄
道
遺
産
の

地
域
振
興
へ
の
利
活
用
を
積
極
的
に
す
す
め

て
、
オ
ー
ル
川
本
で
新
し
い
町
づ
く
り
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
J
R
西
日
本
か
ら
代
替
交
通
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
係
る
支
援
額
に
つ
き
ま

し
て
、
沿
線
６
市
町
分
の
総
額
が
８
億
円
で

あ
る
こ
と
が
島
根
県
を
通
じ
て
示
さ
れ
ま
し

た
。
各
市
町
へ
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
島

根
・
広
島
両
県
及
び
沿
線
６
市
町
で
構
成
さ

れ
る
『
三
江
線
代
替
交
通
確
保
・
維
持
協
議

会
』
に
お
い
て
、
今
後
協
議
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
予
定
し
て
お
り

ま
す
島
根
中
央
高
校
生
の
通
学
定
期
券
補
助

に
係
る
経
費
に
つ
き
ま
し
て
も
、
支
援
額
の

対
象
と
な
る
よ
う
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

株
式
会
社
三
協
の
操
業
開
始

 

　
株
式
会
社
三
協
が
、
い
よ
い
よ
操
業
開
始

と
な
り
ま
す
。
人
材
確
保
の
状
況
は
、
今

春
、
島
根
中
高
校
を
卒
業
し
た
生
徒
５
人
の

内
定
を
含
め
、
総
勢
25
人
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
26
年
７
月
か
ら
誘
致
活
動
が
始
ま

り
、
今
日
ま
で
人
材
確
保
、
工
場
用
地
の
造

成
、
河
津
桜
の
記
念
植
樹
、
あ
る
い
は
石
見

神
楽
に
よ
る
本
町
の
P
R
な
ど
、
多
く
の
皆

様
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
半
世
紀
ぶ
り
の
企
業
進
出
が
、
本
町
の
大

き
な
起
爆
剤
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

農
業
公
社
の
解
散 

　
公
益
財
団
法
人
川
本
町
農
業
公
社
に
つ
き

ま
し
て
は
、
２
月
13
日
の
評
議
員
会
に
お
い

て
、
３
月
31
日
ま
で
の
存
続
期
間
と
し
解
散

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
農
家
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
新
た
な

課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、
特
に
農

地
中
間
管
理
事
業
な
ど
農
地
の
集
積
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
業
委
員
会
や
中
間
管
理
機
構

な
ど
、
関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携
強
化
の

も
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
産

直
野
菜
や
エ
ゴ
マ
の
生
産
拡
大
に
つ
き
ま
し

て
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
就
農
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
積
極

的
に
進
め
な
が
ら
地
域
農
業
の
底
上
げ
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

職
場
の
業
務
改
善 

　
行
政
の
抱
え
る
課
題
が
多
様
化
、
複
雑
化

す
る
中
、
ニ
ー
ズ
に
迅
速
・
的
確
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
職
員
個
々
の
事
務
処
理
能
力

と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
向
上
、
並
び
に
総
合
力
が

発
揮
で
き
る
よ
う
情
報
の
共
有
化
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
現
場
主
義
を
根
底
に
お
い

た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
柔

軟
で
効
率
的
な
組
織
体
制
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
30
年
度
財
政
運
営

 

　
平
成
29
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
27
年
度

に
策
定
し
た
『
川
本
町
総
合
戦
略
』
に
掲
げ

る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
人
口
減
少
対
策

に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
編
成
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額

は
、
39
億
２
、
3
1
1
万
８
千
円
と
な
り
、

対
前
年
度
１
億
１
、
8
5
7
万
３
千
円
、

２
・
９
%
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
主

な
減
額
の
要
因
は
、
平
成
29
年
度
に
取
り
組

平
成
30
年
度 

町
長
施
政
方
針

（
平
成
30
年
第
1
回
川
本
町
議
会
定
例
会
よ
り
）
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ん
だ
企
業
誘
致
推
進
に
関
す
る
工
場
用
地
の

造
成
や
企
業
立
地
促
進
事
業
、
悠
邑
ふ
る
さ

と
会
館
大
規
模
改
修
事
業
等
の
完
了
で
あ
り

ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
定
住
促
進
住
宅
整
備

事
業
９
、
2
7
0
万
円
、
穀
類
乾
燥
調
製
施

設
整
備
事
業
費
７
、
0
9
7
万
円
、
町
営
住

宅
改
修
事
業
６
、
2
1
0
万
円
、
ま
ち
ご
と

魅
力
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費
３
、
2
6
0

万
円
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
、
簡
易
水

道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
の
特

別
会
計
の
総
額
は
、
10
億
79
万
６
千
円
で
、

対
前
年
度
１
億
５
、
9
6
2
万
３
千
円
、

13
・
８
%
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主

な
要
因
は
、
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
建
設

改
良
費
等
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
主
要
施
策

「 

特
色
を
活
か
し
た
活
力
あ
ふ
れ

る
産
業
の
ま
ち
」

●
エ
ゴ
マ
の
生
産
拡
大

　
作
付
面
積
の
拡
大
（
平
成
29
年
度
作
付
面

積
：
20
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
生
産
技
術
の

向
上
、
作
業
の
省
力
化
を
図
り
、
基
幹
産
業

と
し
て
の
確
立
を
目
指
す

●
６
次
産
業
化

　
「
え
ご
ま
鴨
肉
」
の
販
路
安
定
化
、「
三
原

の
郷
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
に
よ
る
新
た
な
特
産

品
定
着
支
援

●
商
工
業
振
興

　

空
き
店
舗
活
用
や
後
継
者
対
策
に
向
け

て
、
川
本
町
商
工
会
と
連
携
し
た
「
空
き
店

舗
活
用
起
業
者
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
開
催

「 

便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
基
盤

が
整
う
ま
ち
」

●
公
営
住
宅
の
整
備

　
八
幡
平
団
地
（
因
原
）
の
電
化
及
び
内
装

改
修
を
行
い
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
若
者
、

高
齢
者
が
住
み
や
す
い
住
宅
の
整
備
を
進

め
る

●
定
住
促
進
住
宅
の
整
備

　
多
田
地
区
に
４
棟
を
建
築
予
定
、
住
ま
い

づ
く
り
応
援
事
業
に
よ
る
定
住
を
支
え
る
住

環
境
整
備

●
道
路
整
備

　
株
式
会
社
三
協
の
進
出
に
併
せ
た
、
三
原

多
目
的
集
会
所
か
ら
工
場
へ
の
新
設
道
路
工

事
は
、
平
成
31
年
度
末
全
線
開
通
を
目
指
す

「 

安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
生
活

環
境
の
ま
ち
」

●
交
通
対
策

　
三
江
線
代
替
交
通
バ
ス
の
持
続
可
能
な
運

行
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
と
利
用
促
進
を
目

的
に
、
島
根
中
央
高
校
生
へ
の
定
期
券
補
助

及
び
65
歳
以
上
の
方
へ
の
支
援

●
防
災
・
消
防

　
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
町
消
防
団
を
４

分
団
制
か
ら
３
分
団
制
に
再
編
成
、
自
主
防

災
組
織
の
強
化
と
地
域
防
災
を
担
う
人
材
の

育
成
を
図
る

「 

み
ん
な
が
健
康
で
安
全
に
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

●
子
育
て
支
援

　
『
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
の

設
置
に
よ
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
産

婦
健
診
・
産
後
ケ
ア
・
病
後
児
保
育
事
業
の

実
施

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　
平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
に
よ
る
財
政

運
営
が
開
始
さ
れ
、
安
定
的
な
保
険
事
業
に

取
り
組
む

「 

人
と
人
が
支
え
合
う
協
働
の
ま
ち
」

●
弓
市
地
区
魅
力
化
検
討
委
員
会

　
『
学
生
も
魅
力
を
感
じ
る
ま
ち
』
を
目
指

し
弓
市
地
区
の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
む

●
高
校
支
援

　
女
子
生
徒
が
滞
在
可
能
と
な
る
『
ま
ち
ご

と
魅
力
化
セ
ン
タ
ー
』
建
設
に
向
け
た
取
り

組
み

●
人
材
確
保
育
成
支
援
事
業

　
人
材
募
集
・
育
成
・
定
着
に
取
り
組
む
企

業
等
に
対
し
必
要
経
費
を
補
助

　
こ
の
他
に
も
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
５
月

に
配
布
し
ま
す
『
も
っ
と
知
ろ
う 

ま
ち
の

予
算
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三江線代替交通バス



委
員
会
審
査
報
告
書

臨

時

会

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

　
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
９

日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
開
催
さ

れ
、
三
宅
町
長
の
施
政
方
針
、
谷
川
教

育
長
の
町
教
育
行
政
執
行
方
針
が
そ
れ

ぞ
れ
述
べ
ら
れ
、
条
例
案
件
13
件
、
予

算
案
件
９
件
、
人
事
案
件
２
件
、
そ
の

他
案
件
５
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
名
か
ら
当
面
す
る

町
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
質
問
に
先
立
ち
、
予
算
特
別
委
員
会

で
平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
付
帯
意
見
を
付
し
て
報
告
さ
れ
、

最
終
日
、
委
員
長
報
告
の
後
、
採
択
が

行
わ
れ
、
す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
１
月
26
日
、
第
１
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
１
件
で「
邑
智
郡
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」
が
提
案

さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
片
岡　
通
泰

　
本
委
員
会
は
付
託
議
案
を
審
査
し
た

結
果
、
付
帯
意
見
を
付
し
て
左
記
の
と

お
り
決
定
し
た
の
で
、
会
議
規
則
第
76

条
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
ま
す
。

議案番号 付　託　事　件　名 審査結果
議案第17号 平成30年度川本町一般会計予算 原案認定
議案第18号 平成30年度川本町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 原案認定
議案第19号 平成30年度川本町国民健康保険事業特別会計予算 原案認定
議案第20号 平成30年度川本町後期高齢者医療特別会計予算 原案認定
議案第21号 平成30年度川本町簡易水道事業特別会計予算 原案認定
議案第22号 平成30年度川本町農業集落排水処理事業特別会計予算 原案認定

川本町住宅新築資金等貸付事業特別会計 6万円
川 本 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 ５億２千184万４千円
川 本 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 １億３千381万８千円
川 本 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 ２億７千742万７千円
川本町農業集落排水処理事業特別会計 ６千764万７千円

前年度対比
2.9％減

平成30年度一般会計
 当初予算　39億2千311万８千円

付帯意見
　平成30年度川本町一般会計予算について、まちづくり推進課所管のまちごと魅力
化センター整備事業の予算執行にあたっては、議論を深めて、議会・町民との合意
形成を得るまでは執行しないこと。
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植
田
議
員

　
電
気
代
金
請
求
の
按
分
算
出
方
法
を

変
更
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
課
内
協
議

は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
相
手
方
事
務

組
合
と
の
協
議
、
合
意
が
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
と
共
に
、
算
出
方
法
変
更
の
承
認

を
求
め
る
起
案
書
の
提
出
を
求
め
る
。

松
井
副
町
長

　

平
成
26
年
上
期
よ
り
、
計
算
式
の
変

更
を
す
る
稟
議
を
回
す
に
あ
た
り
、
課

内
協
議
を
し
た
。
ま
た
、
総
務
財
政
課

と
も
協
議
し
、
内
部
決
裁
を
し
た
。
事

務
組
合
か
ら
金
額
が
下
が
っ
た
こ
と
に

対
し
て
の
問
い
合
わ
せ
に
回
答
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
や
り
と
り
か
ら
合
意
が

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
現
在
の
方
法

が
妥
当
で
あ
り
、
損
失
は
無
い
と
考
え

る
。

植
田
議
員

　
起
案
書
は
何
処
に
あ
る
の
か
。

松
井
副
町
長

　
お
手
元
に
提
出
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。

一 般 質 問

道
の
駅
の
現
状
に
つ
い
て

問
う
。

高
良
産
業
振
興
課
長
＝
女
性
生

産
者
の
増
加
や
企
業
の
農
業
参

入
が
進
ん
で
き
て
い
る
。

弓
市
商
店
街
活
性
化
に
つ

い
て
問
う
。

高
良
産
業
振
興
課
長
＝
少
子
化

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
サ
ー

ビ
ス
環
境
の
創
出
に
取
り
組
む
。

傍聴席風景

石
川
議
員

　
町
内
産
品
の
年
間
売
上
実
績
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
分
析
を
し
て
い
る
の

か
問
う
。
関
連
質
問
と
し
て

① 

出
荷
組
合
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
問

う
。

②
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
認
識
に
つ
い

て
問
う
。

高
良
産
業
振
興
課
長

　

平
成
29
年
は
４
千
９
百
万
円
、
前
年

対
比
103
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

野
菜
、
花
類
は
２
千
５
百
万
円
、
前
年

対
比
96
％
と
減
少
し
て
お
り
、
９
月
、

10
月
の
長
雨
や
日
照
不
足
に
よ
る
生
育

木
村
議
員

　
弓
市
商
店
街
の
抱
え
る
課
題
と
し
て

①
経
営
者
の
高
齢
化
に
よ
る
後
継
問
題

②
集
客
力
が
高
い
・
話
題
性
の
あ
る
店

舗
・
業
種
が
少
な
い
又
は
無
い
③
店
舗

植
田
議
員

　

こ
の
起
案
書
は
、
勝
手
に
算
出
方
法

を
変
え
て
計
算
し
た
請
求
金
額
の
承
認

を
求
め
る
起
案
書
で
あ
る
。
私
の
求
め

て
い
る
も
の
で
は
無
い
。
以
下
誠
実
な

答
弁
は
無
か
っ
た
。

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
へ
の

電
気
料
請
求
問
題
を
問
う
。

松
井
副
町
長
＝
問
題
は
無
い
。

不
良
の
た
め
、
秋
冬
野
菜
の
出
荷
量
に

影
響
し
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
加
工
品
は
テ
レ
ビ
放
映
な

ど
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
も
あ
り
、
エ
ゴ
マ

関
連
商
品
を
中
心
に
増
加
し
、
対
前
年

比
112
％
と
な
っ
て
い
る
。
会
員
は
、
個

人
、
団
体
を
合
わ
せ
236
で
、
道
の
駅
に

登
録
さ
れ
た
平
成
19
年
以
降
は
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
る
。
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
は
、
他
の
直
売
所
や
道
の
駅

な
ど
の
取
り
組
み
を
学
び
、
今
後
の
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦ 

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
の
実
情
に
つ
い

て
。
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山
口
議
員

　
農
業
公
社
の
解
散
は
既
定
路
線
で
進

め
ら
れ
、
農
業
の
支
援
体
制
や
職
員
の

処
遇
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
稲
作
に
つ

い
て
は
、
町
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
組
織

体
が
必
要
。
エ
ゴ
マ
は
栽
培
面
積
拡
大

よ
り
も
反
収
ア
ッ
プ
、
高
品
質
を
目
指

す
方
向
が
重
要
。
有
機
農
業
の
取
り
組

み
に
町
の
支
援
を
求
め
る
。

高
良
産
業
振
興
課
長

　
農
業
公
社
の
解
散
は
平
成
19
年
度
末

に
農
作
業
受
託
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と

や
営
農
指
導
が
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

て
い
な
い
こ
と
が
理
由
で
、
そ
の
業
務

は
産
業
振
興
課
が
受
け
継
ぐ
。

三
宅
町
長

　

農
業
公
社
職
員
は
、
本
人
の
専
門
性

を
活
か
し
た
処
遇
を
考
え
て
い
る
。
エ

ゴ
マ
は
量
と
質
の
両
面
を
追
及
し
て
い

く
。
有
機
推
進
計
画
の
策
定
は
考
え
て

い
な
い
。

高
良
議
員

　
ま
ち
ご
と
魅
力
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
の
中
身
は
、
島
根
中
央
高
校
の
女
子

寮
を
新
し
く
し
、
弓
市
の
活
性
化
の
一

助
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現

在
の
江
風
寮
が
建
設
さ
れ
た
時
代
と
現

在
で
は
大
き
く
事
情
が
変
わ
り
、
寮
に

求
め
ら
れ
る
機
能
が
異
な
っ
て
い
る
。

寮
を
建
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
県
が
建

設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
多
額

の
事
業
費
が
必
要
と
な
る
が
、
町
民
や

議
会
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
、
理
解
が

得
ら
れ
て
い
な
い
。

圓
山
議
員

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策

に
お
い
て
、
U
I
タ
ー
ン
者
間
、
及
び

地
元
就
職
者
と
の
処
遇
に
格
差
を
感
じ

る
が
、
是
正
は
可
能
か
。

杉
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

第
５
次
川
本
町
総
合
計
画
で
は
、
平

成
33
年
時
点
で
の
目
標
人
口
を
３
千
300

人
と
し
て
お
り
、
学
校
１
ク
ラ
ス
の
人

山
口
議
員

　
有
機
農
業
を
含
む
農
業
へ
の
抜
本
的

支
援
体
制
づ
く
り
が
急
務
で
は
な
い

か
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦ 

国
民
健
康
保
険
行
政
の
改
善
を
問

う
。

本
町
の
農
業
振
興
策
を
問

う
。高良

産
業
振
興
課
長
＝
農
業
委

員
会
や
J
A
と
連
携
し
て
支
援

体
制
を
強
化
す
る
。

ま
ち
ご
と
魅
力
化
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

三
宅
町
長
＝
事
業
の
進
行
に
あ

た
っ
て
は
、
丁
寧
な
説
明
を
し

て
い
く
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

杉
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
＝

本
町
進
出
の
企
業
も
歓
待
す
る
。

の
老
朽
化
④
商
圏
人
口
の
減
少
⑤
近
隣

の
中
・
大
型
店
と
の
競
合
等
が
あ
り
、

特
に
商
店
街
の
経
営
者
の
高
齢
化
⑥
売

上
減
少
に
伴
う
高
経
常
利
益
率
の
低
下

が
あ
る
。
商
店
主
は
自
己
の
年
金
を
つ

ぎ
込
ん
で
店
舗
を
維
持
し
て
い
る
の
が

現
状
だ
。
行
政
と
し
て
の
活
性
化
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

高
良
産
業
振
興
課
長

　

弓
市
地
区
の
空
店
舗
等
を
活
用
し
た

企
業
支
援
を
重
点
施
策
と
し
て
、
①
空

店
舗
情
報
の
公
表
②
空
店
舗
活
用
企
業

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
を
通
じ
て
起
業
家

支
援
に
取
り
組
む
。
昨
年
11
月
に
発
足

し
た
川
本
町
事
業
承
継
推
進
協
議
会
と

連
動
し
、
各
施
策
の
具
現
化
を
目
指
し

取
り
組
む
。

　
「
ま
ち
ご
と
魅
力
化
セ
ン
タ
ー
」に
つ

い
て
は
、
弓
市
魅
力
化
検
討
委
員
会
を

通
じ
て
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会

等
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
構
想
づ
く
り
に
関

わ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

◦ 

小
中
で
一
貫
し
た
学
力
を
育
む
た
め

の
I
C
T
整
備
事
業
に
つ
い
て
問
う
。この子ども達に託したい

杉
本
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

県
に
お
い
て
は
、
耐
震
補
強
以
外
の

寮
の
整
備
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
他

町
に
お
い
て
も
、
自
ら
の
予
算
で
建
設

が
進
ん
で
い
る
状
況
だ
。
県
外
生
が
多

数
を
占
め
る
現
状
で
は
、
新
し
い
寮
は

県
外
の
生
徒
の
確
保
に
も
必
要
と
考
え

る
。
弓
市
の
活
性
化
は
、
生
徒
と
の
交

流
を
通
し
て
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
、

弓
市
地
区
魅
力
化
検
討
委
員
会
の
提
言

を
含
め
、
全
町
で
取
り
組
む
。
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大
雪
で
停
電
に
も
見
舞
わ
れ
た
今
年
の

冬
で
し
た
が
、
彼
岸
を
過
ぎ
る
と
、
一
気

に
初
夏
の
暖
か
さ
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
は
卒
業
と
入
学
、
離
任
と
着
任
な
ど

今
ま
で
馴
染
ん
で
き
た
環
境
か
ら
、
新
し

い
環
境
へ
と
移
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
川
本
町
に
お
い
て
も
、
三
江
線
の

廃
止
と
い
う
別
れ
が
ま
い
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
三
江
線
代
替
交
通
の
始
動
や
、
㈱

三
協
の
川
本
町
で
の
操
業
、
㈲
w
i
l
l

さ
ん
い
ん
の
「
か
わ
も
と
テ
レ
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
Oオ

TトO－

Lラa
Vボo
」
の
開
設
な

ど
、
新
し
い
出
会
い
や
仕
事
の
出
現
も
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
と
は
周
辺
の
状
況
も
変

化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
が
、
終
っ
た
物
に

と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
物
を
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
こ
の
議

会
広
報
を
最
後
に
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
代

わ
り
ま
す
。

　
今
日
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
発
行
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委 

員 

長　
高
良　
敏
幸

　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　
山
口　
節
雄

　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
圓
山　
達
雄

　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
片
岡　
通
泰

　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
木
村　
慶
五

編　
集　
後　
記 　

 

　
自
治
功
労
者

　
　
議
員
特
別
表
彰

　
前
副
会
長 

植
田　
昌
平 

議
員

　
自
治
功
労
者

　
　
町
村
議
会
事
務
局
職
員
表
彰

 

（
在
職
10
年
以
上
）

　
書
記 

甚
田　
さ
つ
き 

職
員

　
　
町
村
議
会
事
務
局
職
員
表
彰

 

（
在
職
15
年
以
上
）

　
書
記 
甚
田　
さ
つ
き 

職
員

数
を
20
名
と
し
て
お
り
、
現
在
保
育
園

児
99
名
、
小
中
学
校
児
童
186
名
で
、
平

均
20
名
を
超
え
る
状
況
で
あ
る
。
人
口

動
態
を
見
る
と
平
成
27
年
が
51
人
、
平

成
28
年
が
３
人
、
定
住
促
進
住
宅
整
備

事
業
、
か
わ
も
と
暮
ら
し
情
報
セ
ン

タ
ー
の
支
援
に
よ
り
、
平
成
27
年
か
ら

14
世
帯
52
人
の
方
が
移
住
し
て
い
る
。

U
I
タ
ー
ン
の
格
差
は
就
業
に
起
因
す

る
部
分
が
大
き
い
と
感
じ
る
が
、
本
町

に
進
出
す
る
企
業
に
は
高
校
か
ら
の
地

元
就
職
も
あ
り
、
転
出
を
防
ぐ
意
味
に

お
い
て
も
重
要
と
考
え
る
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

議
長
・
副
議
長
選
挙

島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

平
成
29
年
度
川
本
町
議
会

行
政
視
察
研
修

　

１
月
31
日
㈬
～
２
月
１
日
㈭
の
１
泊

２
日
で
、
島
根
県
と
の
企
業
誘
致
と
し

て
進
め
ら
れ
て
き
た
、
株
式
会
社
三
協

「
島
根
川
本
工
場
」
の
操
業
に
あ
た
り
、

株
式
会
社
三
協「
日
の
出
工
場
」を
見
学

し
、
石
川
社
長
に
川
本
工
場
操
業
に
向

け
た
話
と
D
V
D
に
よ
る
会
社
説
明
に
加

え
、
石
川
顧
問
と
川
口
工
場
長
の
説
明

で
、
第
１
工
場
及
び
第
２
工
場
を
見
学
し

た
。
会
社
役
員
の
方
々
と
の
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
会
社
概
要
・
経
営
方

針
等
に
つ
い
て
理
解
と
見
識
を
深
め
た
。

　

更
に
、
産
業
支
援
の
拠
点
と
し
て
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る

富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
f-

B
i
z

を
視
察
し
、
小
出
宗
昭
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
f-

B
i
z
の
産
業
支
援
の
考
え
方
や

取
り
組
み
の
方
法
を
学
び
、
有
意
義
な

研
修
を
行
っ
た
。

　

前
議
長
の
急
な
辞
職
に
伴
い
、
議

長
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に

飯
田
武
則
議
員
、
副
議
長
に
片
岡
通
泰

議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
議
長

就
任
挨
拶
は
、
次
回
の
「
議
会
報
」
に

掲
載
し
ま
す
。

㈱三協 日の出工場

f-Biz

議長
飯田 武則

副議長
片岡 通泰

7
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ありがとう さようなら JR三江線ラストラン

石見川本駅のホームで最終便20時18分発浜原行を見送る大勢の人々

横断幕を掲げてのお見送り

運転士さん、駅員さんへの花束贈呈

多くの人でにぎわう石見川本駅前

江川太鼓、吹奏楽の演奏によるお出迎え・お見送り

　

平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）。
つ
い

に
、
Ｊ
Ｒ
三
江
線
最
後
の
運
行
日
を
迎

え
ま
し
た
。
石
見
川
本
駅
周
辺
で
行
わ

れ
た
『
ラ
ス
ト
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
』
に

は
、
最
後
の
雄
姿
を
見
よ
う
と
地
元
の

方
々
や
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ど
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
清
々
し
い
ほ
ど
の
快

晴
で
、
石
見
川
本
駅
前
に
は
、
昼
12
時

の
イ
ベ
ン
ト
開
始
前
か
ら
多
く
の
人
々

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
石
見
川
本
駅
を
発
着
す
る
ど
の
列
車

も
定
刻
よ
り
遅
れ
、
車
内
に
は
溢
れ
ん

ば
か
り
の
多
く
の
乗
客
の
姿
。
ま
た
、

線
路
沿
い
の
道
路
や
堤
防
で
は
、
歴
史

的
瞬
間
を
収
め
よ
う
と
カ
メ
ラ
を
構
え

る
人
々
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、
江
川
太
鼓
や
島
根
中

央
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、「
あ
り
が

と
う
三
江
線
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕
に

よ
る
出
迎
え
、
見
送
り
が
行
わ
れ
、
町

全
体
で
三
江
線
へ
の
感
謝
を
伝
え
ま
し

た
。
ま
た
、
最
終
便
の
出
発
前
に
は
駅

待
合
室
を
会
場
に
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
、
運
転
士
さ
ん
、
石
見
川
本
駅
の

駅
員
さ
ん
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
終
便
の
出
発
で
は
、
駅
の
ホ
ー
ム

に
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
の

人
々
が
集
ま
り
、
手
旗
を
振
っ
て
列
車

に
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。
暗
闇
に
遠

ざ
か
る
車
窓
の
明
か
り
、
赤
い
テ
ー
ル

ラ
ン
プ
が
見
え
な
く
な
る
そ
の
時
ま

で
、
見
送
り
続
け
ま
し
た
。



9

　
平
成
30
年
３
月
20
日
（
火
）、
川
本
町
大
字
川
下
（
三
島
）
の
旧
音
楽
研
修

棟
に『
か
わ
も
と
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
O
T
O

－

L
a
V
o
』が
開
所
さ
れ
、

運
営
に
携
わ
る
有
限
会
社
W
i
l
l
さ
ん
い
ん
（
松
江
市
）
と
川
本
町
に
よ

る
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
“
テ
レ
ワ
ー
ク
”
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
利
用
し
た
、
時
間
や
場
所

に
と
ら
わ
れ
ず
働
く
こ
と
が
で
き
る
働
き
方
の
ひ
と
つ
で
す
。
自
宅
で
家
事

や
育
児
、
介
護
等
を
し
な
が
ら
で
も
仕
事
が
で
き
、
多
く
の
方
の
就
労
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
今
後
、『
O
T
O

－

L
a
V
o
』
で
は
、登
録
説
明
会
や
登
録
者
（
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
）
向
け
の
研
修
会
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
４
月
13
日
（
金
）
川
本
町
大
字
南
佐
木
の
旧
三
原
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
株
式
会
社
三
協
島
根
川
本
工
場
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
三
協
・
川
本
町
・
島
根
県
の
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

地
元
の
方
々
の
手
作
り
料
理
や
三
原
神
楽
団
の
『
恵
比
須
』
で
、
川
本
町
で

は
56
年
ぶ
り
の
誘
致
企
業
の
進
出
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
式
典
後

に
は
、
完
成
し
た
工
場
内
の
一
般
公
開
も
あ
り
、
多
く
の
町
民
の
方
が
訪
れ

ま
し
た
。

　
操
業
開
始
後
に
は
、
町
出
身
者
を
含
む
多
く
の
従
業
員
の
方
が
こ
の
工
場

で
働
き
、
町
の
新
た
な
雇
用
の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

『かわもとテレワークスペース�Ｏ
オ ト
ＴＯ–Ｌ

ラ ボ
ａＶｏ』オープン♪

株式会社三協�島根川本工場竣工式

川本町で新しい働き方

旧音楽研修棟内をテレワークスペースに改修
拠点のパソコン等を使用し業務を行うこともできる

協定書に押印し、『OTO-LaVo』の看板を掲げる
Willさんいん・金築理惠社長（右）と三宅町長

式典には地元の方々、三協社員、工場
建設に関わった事業者の方々が参加

三原神楽団による石見神楽『恵比須』で
式典に花を添えた

川本町への進出、工場完成の思いを語る
三協・石川社長

三協・川本町・島根県の関係者らによる
テープカット



10

　この春卒業した川本小学校６年生による、『川本
町の幸福論』についての発表会が行われました。
　発表にあたり子どもたちは、４班に分かれ町内各
地でインタビューを実施し、その内容を基に各班が
川本町の将来について考え発表しました。
　子育て世代、高齢者、産業や資源問題について、
小学生の視点から様々なアイデアを提案しました。
発表後は傍聴に訪れた大人たちが各班を回り、発表
内容についてより詳しい質疑応答をするなど、しっ
かりと学習した成果をみせました。

　春の暖かな陽気の中、『かわもとウォーキング
“春”』が開催されました。すこやかセンターをス
タートし、谷戸・イズモコバイモ群生地を目指す
3kmのコースに49人が参加しました。
　イズモコバイモ群生地では、まさに満開を迎えた
花々が参加者を出迎えてくれました。ゴール後は、
花を観て楽しみ、地元の方々による押し寿司やうど
んを味わいました。
　イズモコバイモの群生地は、全国的にも珍しく、
地元の方々の活動により大切に保護されています。

　島根中央高校吹奏楽部の一年間を締めくくる
『チャリティーコンサート』が、悠邑ふるさと会館・
大ホールで開催されました。
　毎年、コンクールで優秀な成績を残している吹奏
楽部ですが、この日は劇にダンスなどを披露し訪れ
た人々を楽しませました。
　また、このコンサートが卒業する３年生との最後
の演奏ということもあり、顧問の原田先生・後輩生
徒たちからのサプライズ演出もありました。
　４月から新入生を迎え再始動する吹奏楽部の、更
なる活躍に期待します。

　川本町内外の吹奏楽愛好家で構成された“悠邑
ふるさと吹奏楽団”による、恒例の『スプリングコ
ンサート』が悠邑ふるさと会館・マルチホールで開
催され、長く吹奏楽に携わる方々による熟練の演奏
で、訪れた人々を魅了しました。
　また、川本中学校・島根中央高校吹奏楽部の出
演や観客の皆さんに実際に楽器に触れていただくな
ど、より音楽を身近に感じてもらえるコンサートと
なりました。

川本町の将来を皆で考えました

満開のイズモコバイモがゴールでお出迎え悠邑ふるさと吹奏楽団との合同演奏も披露

観る・聴く・演奏する楽しさを提供します

川本小学校幸福論発表会

春夏秋冬を楽しむ
かわもとウォーキング“春”

悠邑ふるさと吹奏楽団
スプリングコンサート

島根中央高校吹奏楽部
チャリティーコンサート

3/16
㈮

3/18
㈰

3/17
㈯

3/25
㈰
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〈狂犬病予防集合注射日程〉 平成30年5月22日（火）～ 24日（木）

　犬を飼っている方は、年に一回、飼い犬に対し狂犬病予防注射を受けなければなりません。
　川本町では、下記の日程で地域を巡回し「狂犬病予防集合注射」を実施します。詳しい日時・
場所については、後日送付するハガキでご確認ください。

〈動物病院で注射を受けた場合〉
　“注射済票”をお渡ししますので、町民生活課までお越しください。
　※注射を受けた病院が発行する“狂犬病予防注射済証”と手数料550円が必要です

〈飼い犬登録のお願い〉
　飼い犬登録がまだの方は、町民生活課で登録申請をお願いします。（生涯１回）
　※手数料3,000円が必要です

〈飼い犬のマナーを守りましょう〉
　〇フンの後始末をしましょう
　　フンを持ち帰るなどきちんと処理し、その場に放置することがないようお願いします。
　〇放し飼いはやめましょう
　　 放し飼いは、島根県条例で禁止されています。人に危害を加えたり、迷子になったりする恐

れもありますので、絶対に行わないようご協力をお願いします。

� 【問】町民生活課　☎72-0632

平成30年度 狂犬病予防集合注射の実施について

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
平
成
30
年
５
月
31

日
で
す
。

　
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
西
部

県
民
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ペ
イ
ジ
ー
納

付
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
、
夜
間

や
休
日
も
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
納
税
通
知
書
発
送
日　
５
月
１
日
（
火
）

〇 

納
付
場
所
・
方
法　
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、県
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
、

ペ
イ
ジ
ー
納
付
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
ペ
イ

ジ
ー
対
応
の
A
T
M
）、
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

　
【
問
】
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納
管
理
課

　
☎
0
8
5
5

－

29

－

5
5
2
2

　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

で
、
低
燃
費
及
び
排
出
ガ
ス
性
能
が
一
定
の

基
準
を
満
た
す
自
動
車
は
、
そ
の
満
た
す
基

準
に
応
じ
て
、
税
額
が
約
75
%
又
は
50
%
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年
経
過
し

た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び
13
年
経
過
し
た
ガ
ソ

リ
ン
・
L
P
G
車
は
、
税
額
が
約
15
%
（
バ

ス
・
ト
ラ
ッ
ク
等
は
約
10
%
）
加
算
（
重
課
）

さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
不
動
産
・

　
　

 

自
動
車
課
税
課

☎
0
8
5
5

－

29

－

5
5
2
1

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付

自
動
車
税
の
「
グ
リ
ー
ン
化
税
制
」
に
つ
い
て
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ひ
き
こ
も
り
の
問
題
に
悩
む
家
族
を
対
象

と
し
た
教
室
で
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

初　
　
回
：
①
７
／
25

　
県
央
保
健
所　
集
団
指
導
室

浜
田
会
場
：
②
９
／
25
、
③
10
／
30

　
浜
田
合
同
庁
舎
別
館
（
浜
田
保
健
所
）

出
雲
会
場
：
②
９
／
12
、
③
10
／
19

　
出
雲
保
健
所

※ 

第
２
回
目
以
降
は
浜
田
会
場
か
出
雲
会
場

に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時　
　
間　

 

い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
１
時
～

４
時

対　
　
象　

 

中
学
校
卒
業
後
の
ひ
き
こ
も
り

当
事
者
の
い
る
ご
家
族

申
込
方
法　

 

電
話
又
は
F
A
X
又
は
郵
送
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
】

　
島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー

　
相
談
判
定
課☎

0
8
5
2

－

32

－

5
9
0
5

F
a
x
0
8
5
2

－

32

－

5
9
2
4

〈
日
本
脳
炎
Ⅱ
期
ご
案
内
の
方
へ
〉

　
平
成
29
年
度
に
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
３

年
生
ま
で
（
平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
Ⅱ
期
予
防
接
種
対

象
者
に
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
平
成
30

年
度
も
継
続
し
て
接
種
可
能
で
す
。
接
種
ご

希
望
の
方
は
、
健
康
福
祉
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

〈
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
対
象
者
の
方
へ
〉

　

毎
年
、
春
に
ご
案
内
し
て
い
ま
し
た
が
、

接
種
率
が
低
い
た
め
今
年
度
か
ら
10
月
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
防
に
併
せ
て
ご

案
内
し
ま
す
。
対
象
の
方
で
10
月
以
前
の
接

種
を
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
福
祉
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対 

象
年
齢
：
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
左

記
の
年
齢
に
な
ら
れ
る
方

　

 

65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90

歳
・
95
歳
・
100
歳

※ 

こ
れ
ま
で
に
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
方
で

対
象
年
齢
以
外
の
方
は
、
任
意
予
防
接
種

と
し
て
実
施
で
き
ま
す
。

【問
】
健
康
福
祉
課　
☎
72

－

0
6
3
3

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す

予
防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　島根県では、先の大戦で亡くなられた方に追悼の誠をささげ、平和を祈念するため、東京で
実施される「全国戦没者追悼式」式典に島根県遺族代表として参列される方を募集します。

【問】町民生活課　☎72－0632

・と　き　 平成30年８月14日（火）～15日（水）
　１泊２日（式典は、８月15日）

・ところ　 日本武道館（東京都千代田区北の丸
公園２番３号）

・�対　象
　① 日華事変（昭和12年７月７日）以降の軍人・

軍属等戦没者の遺族
　② 戦没者の遺族である配偶者、子、父母、兄

弟姉妹、孫、甥姪、曽孫子・兄弟姉妹・孫・
甥姪の配偶者、18歳未満の遺族（平成30年
８月15日時点）とその保護者

　③ 健康状態良好で、２日間の団体行動に耐え
られる方（介助者なしで行動が可能である
こと）

　※ これまでに追悼式に参列したことがない方
を優先します。

　※ 戦没者１名につき１名の参列を原則とします。

・�参 加 費　松江市を起点とした東京までの往
復運賃と宿泊費は公費で定額助成します。

　※ その他の費用は自己負担となります。（参加
費は無料ではありません。）

・申込期限　平成30年５月29日（火）

・�応募方法　町民生活課において、備え付けの
「申込書」でお申込みください。

　 なお、島根県遺族連合会会員の方は、お申込
にあたって、必ず各支部に連絡をとってから
お申込ください。

・�そ の 他　県内の全応募者の中から続柄、年
齢等を考慮のうえ県で選考します。

　 参列が決定してから辞退されると、キャンセ
ル料が発生する場合があります。

　 選考結果は、７月上旬頃に島根県高齢者福祉
課よりお知らせします。

全国戦没者追悼式の参列者を募集します
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江の川(下流)の洪水情報が
緊急速報メールで配信されます

問い合わせ先
国土交通省中国地方整備局 浜田河川国道事務所河川管理課
TEL：0855-22-3122

（件名）河川氾濫発生

（本文）江の川（下流）の川本町●●付近
で河川の水が堤防を越えて流れ出てい
ます。

防災無線、テレビ等で自治体の情報を確
認し、各自安全確保を図るなど、適切な
防災行動をとってください。
（国土交通省）

イメージ ： 配信タイミング②の場合

メールが届いたら、
命を守る行動を！！

【緊急速報メールの配信エリア】

川本町

川本町全域
平成30年

5月開始予定

避難勧告発令の目安
※氾濫危険水位とは避難勧告等の発令判断の目安水位

国土交通省では、江の川下流域（川本町）にお住まいの皆様に対して、大規模な洪水が発生する恐れがある時に
住民の主体的な避難を促すため、携帯電話事業者【NTTドコモ・KDDI（au）･ソフトバンク（ワイモバイル含
む）】が提供する「緊急速報メール」を活用した洪水情報の配信を平成３０年５月１日から開始します。

※江津市や美郷町に隣接する川本町の一部地域では、
江津市や美郷町の情報を受信する場合があります。ご理
解とご協力のほど、よろしくお願いします。

河川名 配信エリア 基準水位観測所
川平
谷住郷
谷住郷
川本

美郷町全域 都賀

江の川（下流）

江津市全域

川本町全域

川本観測所 8.6m
谷住郷観測所 9.2ｍ
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４
月
か
ら
、
人
事
交
流
と
し
て
川
本
町

に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
、
広
島
県
坂
町
の
松

田
で
す
。
坂
町
で
は
２
年
間
、Sunstar 

H
all

と
い
う
施
設
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

川
本
町
で
は
、
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

と
し
て
、
主
に
観
光
振
興
の
事
業
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

商
工
観
光
係
は
、「
え
え
な
ぁ
ま
つ
り
」

や
「
産
業
祭
」
な
ど
も
担
当
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
来

て
か
ら
日
が
浅
く
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
、
町
内
の

方
々
と
関
わ
っ
て
い
け
る
こ
と
を
、
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、観
光
担
当
と
し
て
、町
内
の
方
々

と
一
緒
に
川
本
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

2
月
に
三
島
の
福
常
坊
で
行
わ
れ

た
川
本
組
（
川
本
町
内
の
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
の
住
職
で
組
織
）
の
人
権
・
同

和
問
題
研
修
会
で
は
、
性
同
一
性
障
害

を
テ
ー
マ
に
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
、
松
江
市
在
住
の
「
の
り

こ
え
ね
っ
と
紫
の
会
」
代
表
の
上
田
地

優
（
う
え
だ
ち
ひ
ろ
）
さ
ん
で
、
自
ら

の
体
験
を
は
じ
め
、
歴
史
的
、
現
代
的

な
視
点
か
ら
性
同
一
性
障
害
者
の
人
権

に
つ
い
て
、
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

上
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
近
年
人
の

性
に
関
す
る
言
葉
が
次
々
と
創
り
出
さ

れ
て
お
り
、
混
乱
が
生
じ
て
い
る
そ
う

で
す
。
中
で
も
、
体
の
性
と
心
の
性
が

一
致
し
な
い
性
同
一
性
障
害
に
対
す
る

理
解
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、
上
田
さ
ん

は
、
真
の
理
解
を
求
め
て
講
演
を
は
じ

め
と
す
る
諸
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
性
的
少
数
者
な
ど
と
い
う

言
葉
は
た
だ
の
概
念
で
あ
っ
て
、
そ
の

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
り
の
ま
ま
の

姿
を
無
条
件
で
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と

語
る
上
田
さ
ん
。

参
加
者
か
ら
は
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い

う
言
葉
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い
。

自
分
の
周
り
に
も
、
男
性
的
な
格
好
よ

さ
を
持
つ
女
性
や
女
性
的
な
優
し
さ
を

持
つ
男
性
な
ど
様
々
な
人
が
い
る
。
性

別
よ
り
も
そ
の
人
が
ど
の
よ
う
に
生
き

て
い
る
か
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
改

め
て
わ
か
っ
た
。」
と
い
う
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
の
性
自
認
や
性
的
指
向
を
自

ら
き
ち
ん
と
世
間
に
伝
え
て
い
こ
う
と

す
る
上
田
さ
ん
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち

は
理
解
し
、
性
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
多
様
性
を
認
め
る
文
化
を
築
い
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

 

（
派
遣
社
会
教
育
主
事　
佐
々
木　
努
）

　
こ
の
「
ぬ
く
も
り
写
真
館
」
は
、
町
内
の

人
権
に
関
わ
る
温
か
い
取
り
組
み
な
ど
を
、

写
真
を
通
じ
て
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
は

　
性
的
少
数
者
を
限
定
的
に
指
す
言
葉
で
、
レ

ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）、
ゲ
イ
（
男
性
同

性
愛
者
）、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
両
性
愛
者
）、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
出
生
時
に
診
断
さ
れ

た
性
と
、
自
認
す
る
性
の
不
一
致
）
の
頭
文
字

を
と
っ
た
相
称
で
す
。
Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
男
性

で
も
女
性
で
も
な
い
性
的
自
認
）や
ア
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
（
無
性
愛
）
な
ど
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
当
て

は
ま
り
ま
せ
ん
。

ぬくもり写真館教育課
人権フォトギャラリー VOL.23

性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
学
ぶ

「�
言
葉
に
と
ら
わ
れ
な
い
、�

執
着
し
な
い
」

今月の１枚

性同一性障害について学ぶ川本組の皆さん

Ｈ30. ２.24

坂
町
か
ら
派
遣

 

松ま
つ
田だ　
祥し
ょ
う
た汰

  （ 

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
）

「広報かわもと」では広告を募集しています。１ヶ月だけでも掲載可能です。
掲載には条件がありますので、希望される方はお問い合わせください。

サイズ・１ヶ月の料金　　※（　）内は町外の方の料金
広告１：縦55mm×横170mm 5,150円（10,290円）
広告２：縦55mm×横85mm 2,580円（  5,150円）
広告３：縦55mm×横55mm 1,540円（  3,080円）

� 【問】まちづくり推進課　☎0855－72－0634

広　告　募　集
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平
成
30
年
度
入
学
式

�
12
期
生
81
名
が
入
学

1
年
生
新
聞
コ
ン
テ
ス
ト

�

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　

３
月
９
日
（
金
）
ま
ち

ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
学
習
の

成
果
発
表
会
を
行
い
ま
し

た
。
２
年
生
の
地
域
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
生
徒
が
年
間

を
通
し
て
地
元
の
事
業
所

で
就
労
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

初
め
は
慣
れ
な
い
環
境
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
自
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
自
分
の
役
割
を
考
え
、
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
事
業
所
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
３
月
13
日
（
火
）
１
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
作

成
し
た
新
聞
の
校
内
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。
川
本
町・

美
郷
町
・
桜
江
町
の
魅
力
を
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
紹
介
し
ま

し
た
。
取
材
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
業
所
、
役
場
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

吹
奏
楽
部
部
長
の
満
尾

美
月
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

「
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来

て
い
た
だ
き
、
部
員
一
同

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

ま
ち
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
学
習
成
果
発
表
会

吹
奏
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

４
月
10
日
（
火
）
島
根
中
央
高
校
第
12
期
生
81
名
が
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
入
学
し
ま
し
た
。
新
入
生
を
代
表
し

て
横
宮
の
ど
か
さ
ん
（
川
本
中
出
身
）
が
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。

　
新
入
生
（
川
本
中
出
身
）
の
皆
さ
ん
の
声
で
す
。

【
飯
田
　
流
碧
さ
ん
】
島
根
中
央
高
校
に
入
学
し
て
、
中
学

校
よ
り
も
多
く
友
達
を
作
り
た
い
で
す
。

【
松
嶋
　
祐
希
さ
ん
】
高
校
で
は
勉
強
が
難
し
く
な
る
の
で

し
っ
か
り
集
中
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

【
渡
邊
　
未
桜
さ
ん
】
地
元
の
学
校
で
頑
張
れ
る
の
で
悔
い

の
無
い
よ
う
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
地
域
活
動
を
は
じ
め
、
様
々
な
面

で
生
徒
が
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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《一 般 書》
　新緑を見にでかけよう！
　 　おでかけの本や、アウトドア、
　お弁当作りなどの本の展示です。

《児 童 書》
　生きものみつけた！
　 　いろいろな生き物が活発にな

る季節です。
　　虫や動物たちの本の特集です。

No.251

2018年
４月号

電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：10時～18時　土日10時～17時
休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始
E-mail : kawamoto-library@kawamoto-town.jp

かわもと図書館

５月の展示テーマ 魔
力
の
胎
動

�

東
野
圭
吾 

著

�

K
A
D
O
K
A
W
A

ス
イ
ー
ト
・
ホ
ー
ム

�

原
田
マ
ハ 

著

�

ポ
プ
ラ
社

一
日
の
体
調
を
整
え
る
朝
の
ヨ
ガ

�
サ
ン
ト
ー
シ
マ
香 

著

�

大
和
書
房

モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

�

柏
葉
幸
子 

作　
高
畠
純 

絵

�

小
峰
書
店

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
つ
る

�

椋
鳩
十 

作　
黒
井
健 

絵

�

理
論
社

だ
ん
ご
む
し
の
お
う
ち

�

澤
口
た
ま
み 

文

�

た
し
ろ
ち
さ
と 

絵

�

福
音
館
書
店

一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

新 

刊 

案 

内 

お
す
す
め
の
一
冊

 
そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

子ども体験教室
～いただくいのちの巻～

日　　時：５月12日（土）10：00～12：00
場　　所：すこやかセンター
対　　象：小学生　未就学児（保護者同伴）
内　　容：いただくいのちについてのお話
　　　　　お肉を使った簡単クッキング
参 加 費：小学生・大人　300円
　　　　　未就学児　無料
申込締切：５月７日（月）

※ 詳しくは、チラシまたは電
話でお問い合わせください。

おでかけ図書館デー
５月８日（火）西公民館
５月９日（水）北公民館　
健康福祉課の健康相談にあわせて行います。

掲
示
板

あそびのひろば＆えほんのじかん
５月11日（金）10：00～11：30
　読みがたり
５月18日（金) 10：00～11：30
　読みがたり　移動図書館

春のわくわくおはなし会を
開催しました

ボランティアさん
による絵本の
読み語りを
聞きました。

桜
吹
雪
に
歓
声
! !　

4/5
㈭
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ロ
ビ
ー

５月
20日
㈰

悠ふるロビーコンサート　Vol.1
開　演／14：00～15：00　　料　金／無料
～viola da gamba ヴィオラ・ダ・ガンバ って何？～
　ヴァイオリンとは違う「ヴィオラ・ダ・ガンバ」という弦楽器を使ったロビーコンサー
トです。通りすがりに聞いてみるもよし、図書館に来たついでに聞くもよし。楽にクラシッ
クに触れてみませんか??
◇主　催／地域おこし協力隊　伊藤浩平

大
ホ
ー
ル

６月
９日
㈯

ジュビちゃんオンステージ
京都市交響楽団コントラバス奏者と打楽器奏者による抱腹絶倒デュオリサイタル
開　場／16：30　　開　演／17：00
料　金／全席自由　一般�2,000円　　高校生以下�1,000円　　小学生以下 無料
　京都市交響楽団のコントラバス奏者による笑いあり本気あり踊りありの面白くて真面目
なコンサート。滅多に聞くことができないコントラバスのステージをお楽しみください♪
◇主　催／地域おこし協力隊　伊藤浩平

ロ
ビ
ー

６月
21日
㈭

悠ふるロビーコンサート　Vol.２
開　演／19：00～20：00　　料　金／無料
～夏至を彩る真夏の夜のソプラノとチェンバロの夢～
　美しいソプラノの歌声とチェンンバロの絶妙なハーモニーが特徴で、梅雨
のジメジメを吹き飛ばすほどの美しさがをお楽しみ頂けます。ロビーなので
飲んだり食べたりもできます。
◇主　催／地域おこし協力隊　伊藤浩平

悠邑ふるさと会館催し物案内

　早いもので、私が川本にご縁をいただいてＩ
ターンで参りまして、この４月で二年目を迎え
ました。一年住んでみて、環境の変化や習慣の
違いにも少しずつ慣れてきたように思います。
　想像を超える湿気の多さと、夏の暑さ、冬の
寒さ、聞いていた話とはまるで違う降雪量の多
さ、乾かない洗濯物に放って置くと直ぐにカビ
てしまう衣服、網戸に張り付くヤモリの群れや
どこから入って来るのかわからない大量のカメ
ムシ、湯たんぽでの低温火傷で通院を余儀なく
されたことなど、淡い憧れを打ち砕かれた田舎
暮らしの現実的な洗礼をたくさん受けました。
　町や地域の方々にも親切にしていただきまし
て、気にされるほどの不自由や不便を感じるこ
とがありませんが、もしかするとその根底にあ
るのは、前にこちらのコラムにも書きましたヨー
ロッパよりはマシということがあるのかも知れ
ません。
　もちろん“暗黙の了解”みたいなものには戸惑
うこともありますが、訊けば教えてもらえます。

また、この辺りの人は昔からこうだとかという
言い回しを地域の人はよく言われますが、肯定
的に言われることはほぼハズレで、否定的に言
われることは反意なことが多いです。それから、
普通はなんとかだという言い回しもよく言われ
ますが、世間一般ではということではなく、こ
の辺りの風習ではこうだということに置き換え
て理解すれば正解のことが多いです。
　日常の生活についてですが、確かに食べ物の
選択肢は少ないですが、ある物で済ませるよう
にすれば事が足ります。選択肢があまりにも多
いとムダな出費をしてしまいがちです。小腹が
空いてもご飯の時間まで我慢すれば、ご飯が美
味しく食べられますしきっとその方が健康的で
す。
　地域のお店で買えない特別な物はインター
ネットで注文すれば直ぐに届きますし、インター
ネット環境も川本ほど繋がりやすい地域はない
のではと思うくらい速いです。
　嗚呼、なんて魅力的で健康的な生活を送れる
ところでしょう、川本は。
　では、足りない物は何ですか？
　それはエンターテイメントです！それならお
任せください！

※日本語で｢少しずつ｣という意味

５～６月



情報じょうほう交差点こうさてん
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募　
集

2
0
1
8
北
東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼

in
し
ま
ね
参
加
青
年
募
集

　

島
根
県
国
際
交
流
事
業「
2
0
1
8
北

東
ア
ジ
ア
交
流
の
翼
in
し
ま
ね
」
の
参
加

青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
企
画
・
運
営
や
北
東
ア
ジ
ア
地
域
等
の

青
年
た
ち
と
の
交
流
等
を
通
し
て
、
相
互

理
解
を
深
め
、
国
際
的
視
野
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
外
国
青
年
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

〇 

期
間
：
平
成
30
年
８
月
３
日（
金
）～
８

日（
水
）（
３
泊
程
度
の
交
流
合
宿
あ

り
）
※
そ
の
他
に
事
前
・
事
後
研
修
、

報
告
会
へ
の
参
加
が
必
要

〇 

内
容
：
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
等
と
島

根
県
の
青
年
た
ち
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
県
内
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
視
察

や
意
見
交
換
、
日
本
文
化
体
験
、
交
流

合
宿　
な
ど

〇 

対
象
：
18
歳
～
30
歳（
平
成
30
年
４
月

１
日
現
在
）
の
島
根
県
在
住
者
ま
た
は

出
身
者

〇
募
集
人
数
：
７
名
程
度

〇 

参
加
費
：
無
料（
交
通
費
一
部
自
己
負

担
あ
り
）

〇
応
募
締
切
：
５
月
16
日（
水
）

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 
https://w

w
w

.sic-info.org

・
問 

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

�

☎
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－

31

－

5
0
5
6

自
衛
官
候
補
生
募
集

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

〇
募
集
種
目
： 

男
性
・
女
性
自
衛
官
候
補

生

〇
応
募
資
格
： 

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用

予
定
月
１
日
現
在
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
方

〇
応
募
期
間
：
平
成
30
年
４
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
５
月
18
日（
金
）

〇
試
験
期
日
：
５
月
19
日（
土
）

〇
試
験
会
場
：
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

�
（
出
雲
市
松
寄
下
町
1
1
4
2

－

１
）

〇
試
験
科
目
： 

筆
記（
国
語
・
数
学
・
社

会
・
作
文
）、
口
述
試
験
、

適
性
・
身
体
検
査

〇
採
用
予
定
日
：
通
知
書
で
お
知
ら
せ

問 

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

�

☎
0
8
5
2

－
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－

0
0
1
5

催
し
物

平
成
30
年
度
『
美
保
基
地
航
空
祭
』

〇
日
時
：
平
成
30
年
５
月
27
日
（
日
）

�

９
時
～
15
時（
予
定
）

〇
会
場
：
航
空
自
衛
隊 

美
保
基
地
内

　
（
鳥
取
県
境
港
市
小
篠
津
町
2
2
5
8
）

〇
内
容（
予
定
）：

・
航
空
機
地
上
展
示

　
（
Ｃ

－
２
、
Ｔ

－

4
0
0
等
）

・
航
空
機
展
示
飛
行

・
主
要
装
備
品
展
示

・ 

そ
の
他（
航
空
学
生
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ

ル
、
高
尾
山
レ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
等
）

※
基
地
周
辺
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ

　
ま
す
の
で
、
極
力
公
共
交
通
機
関
を
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。

※
入
場
の
際
に
手
荷
物
検
査
を
実
施
し
て

　
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問  

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室
広
報
班

�

☎
0
8
5
9

－

45

－

0
2
1
1（
代
表
）

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

�

（
平
成
30
年
３
月
末
）

飲　酒 物　損 死傷者 発　生

０ ８ １ １ 川
本
町(０) （８） （０） （０）

０ 35 ０ ０ 川
本
町

累
計（１） （22） （０） （０）

２ 194 14 ５ 郡
内

累
計（２） （142） （０） （０）

　※ (　) 内は前年同月数

広げよう　事故ゼロしまねの　思いやり



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 5 月

《4月の納税》
◆固定資産税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料　　　

《5月の納税》
◆軽自動車税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料　　　　

※��必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診
：�公民館
：悠邑ふるさと会館
：図書館
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：�子育てサポートセンター
：学校
：保育所
：ドクターカー巡回
：休日診療情報（10：00～16：00）

●…内容や場所を示しています。

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･天神町･谷･市井

原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域（�因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域（�西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕� 毎週火曜日 ･金曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕� 毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装�プラスチックの収集日〕� 毎週木曜日（町内全域）
〔容器包装�紙の収集日〕� 毎月第２・４水曜日（町内全域）

29 30 1 2 3 4 5
昭和の日 振替休日

�邑智病院�
加藤病院

�カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ�
（A地域）

北公サロン�
　（コーヒーの日）
ゆうゆうカフェ
（あさぎりの家）
14:00～15:00
�あそびのひろば
10:00～11:30
�カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・不
燃ごみ（B地域）

憲法記念日

�休日直接搬入
（�一般家庭ごみ
に限る）
�邑智病院�
加藤病院

みどりの日

�河野医院�
加藤病院

こどもの日

�邑智病院�
加藤病院

�邑智病院�
波多野診療所

6 7 8 9 10 11 12
川本町あいさつの日

�カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ�
（C地域）

／
　�健康相談＆おで
かけ図書館デー
（西公民館）
13:10～13:40

北公サロン（健康）
／

　�健康相談＆おで
かけ図書館デー
（北公民館）�
9:30～10:00
�ベビーマッサージ＆
リフレッシュ教室
10:00～11:30

／●す
断酒会�
19:00～21:00

／
　�あそびのひろば＆
えほんのじかん
10:00～11:30

／●す
子ども体験教室
（すこやかセンター）�
10:00～12:00

�邑智病院�
大隅医院

13 14 15 16 17 18 19
�キッズ☆キッチン
(3・4年）
16:00～17:00

／
　�あそびのひろば＆
乳幼児相談
10:00～11:30
／●す

　健康相談�
　11:00～11:30
北公サロン

　（スープの日）

／
　�あそびのひろば
＆えほんのじかん
10:00～11:30
�キッズ☆トレー
ニング（1・2年）
16:00～17:00

食育の日

��邑智病院�
天川クリニック

20 21 22 23 24 25 26
しまね家庭の日
悠ふるロビー

　コンサート
　14:00～15:00

北公サロン（食） �邑智郡小体連・
郡陸上大会

　（川本中学校）
�キッズ☆スタジ
アム（1～3年）
16:00～17:00

●す �無料法律相談
14:00～16:00
�わくわくデー
10:00～11:30

�三上医院�
加藤病院

27 28 29 30 31
�キッズ☆キッチン
（5・6年）
16:00～17:00

�あそびのひろば
10:00～11:30

�星ヶ丘クリニック�
波多野診療所

5月22㈫～24㈭ 
町内狂犬病予防集合注射

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日 �休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日休館日休館日
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川本町の人口 平成30年３月31日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、平成30年３月中の異動状況

3,333人
（前月比 －22人）

（前年同期：3,397人）

合 　　計 男 1,548人（－10人）
女 1,785人（－12人）

転　入　56人 出　生　 2人 その他　 0人
転　出 79人 死　亡 1人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,512人
うち15歳未満    321人
世帯数           1,675戸

広
報
か
わ
も
と
　
４
月
　
№
564

平
成
30年

４
月
20日

発
行

編
集
後記

　４月９日（月）深夜、島根県西部を震源地とする大きな地震が発生しました。幸いにも川本町で大きな被害は確
認されていませんが、近隣の市町では今もなおその傷跡を残しています。「災害はいつ起こるか分からない」、「備え
あれば憂いなし」と改めて感じました。被災された方々が、一日でも早く従来の生活に戻られるよう願います。

４月１日（日）廃線となった三江線に代わり、路線バス江津川本線・川本美郷線の運行が始まり、
旧石見川本駅前で記念式典が開催されました。川本町の新たな生活交通としてご利用ください。

江
津
川
本
線
・
川
本
美
郷
線

�

運
行
開
始
記
念
式
典

－file 54－

阿
あ べ
部　桂

けい
子
こ
�さん（岩手県出身）

平成30年４月１日着任
田
た い
井　誠

まこと
さん（埼玉県出身）

平成30年４月１日着任
〈おとぎ館スポーツトレーナー〉

この度、“学びde移住モデ
ル”となれた事をとても嬉
しく思っております。仕事
をしながら看護学校に通っ
ておりますが、２年後に資
格取得が出来るように精一
杯頑張ります。

前職は東京・銀座でパーソ
ナルトレーナー、前々職は塾
の講師をしておりました。お
とぎ館のトレーニングルーム
の魅力化を進め、川本町の教
育と健康と福祉のために尽力
したいと思っております。よ
ろしくお願い申し上げます。

地域おこし協力隊のご紹介

4/1
㈰

『三江線旅の思い出ノート』
　３月31日（土）ラストランの日に寄せられたメッセー
ジをご紹介します。

30. ３.31
　石見川本駅で最終列車を見送
る川本町の皆さん、観光協会さ
ん、駅長さん、三江線ありがとう。
一期一会に感謝。
　あたたかい方々に囲まれ思い
出になりました。また旧三江線、
川本町に遊びに来ます。
　ありがとうございます。


